
【
資
料
１
】

番
号

主
旨

項
目

実
施

年
月

日
場

所
関

係
者

実
施

内
容

1
常

磐
大

学
令

和
６

年
４

月
1
9

日
（
金

）
常

磐
大

学
常

磐
大

学
副

学
長

・
坂

場
セ

ン
タ

ー
長

・
今

村
指

導
主

事
・
下

山
田

常
磐

大
学

と
の

W
W

L
高

大
連

携
に

係
る

打
ち

合
わ

せ

2
G

lo
b

a
l 
E

x
c
h

a
n

g
e

 E
d

u
c
a
ti

o
n

令
和

６
年

５
月

1
4

日
（
火

）
常

磐
大

学
大

谷
氏

（
G

lo
b

a
l 
E

x
c
h

a
n

g
e

 E
d

u
c
a
ti

o
n

）
・
下

山
田

G
E

E
と

の
連

携
に

係
る

打
ち

合
わ

せ

3
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
６

年
５

月
1
7

日
（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

平
田

取
締

役
社

長
（
IS

A
）
・
登

坂
支

社
長

・
下

山
田

・
野

上
い

W
W

L
連

携
校

に
お

け
る

海
外

派
遣

・
海

外
大

学
進

学
に

つ
い

て
の

打
ち

合
わ

せ

4
国

際
教

育
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
令

和
６

年
５

月
９

日
（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

本
庄

氏
（
国

際
教

育
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
東

京
支

部
）
・
下

山
田

・
野

上
い

W
W

L
連

携
校

に
お

け
る

海
外

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
の

打
ち

合
わ

せ

5
W

T
O

C
令

和
６

年
７

月
５

日
（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

堂
原

氏
・
加

藤
氏

（
W

T
O

C
)・

今
本

指
導

主
事

・
下

山
田

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
と

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

委
託

に
つ

い
て

の
打

ち
合

わ
せ

（
１
）

6
W

T
O

C
令

和
６

年
７

月
2

4
日

（
水

）
オ

ン
ラ

イ
ン

堂
原

氏
（
W

T
O

C
)・

今
本

指
導

主
事

・
下

山
田

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
と

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

委
託

に
つ

い
て

の
打

ち
合

わ
せ

（
２

）

7
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
６

年
1
0

月
１
日

（
火

）
オ

ン
ラ

イ
ン

斎
藤

氏
・
登

坂
氏

（
ア

イ
エ

ス
エ

イ
）
・
下

山
田

・
大

川
令

和
７

年
度

実
施

の
海

外
大

学
体

験
研

修
に

つ
い

て
の

打
ち

合
わ

せ

8
第

１
回

茨
城

県
D

L
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
指

導
委

員
会

令
和

６
年

７
月

２
日

（
火

）
オ

ン
ラ

イ
ン

常
磐

大
学

・
茨

城
大

学
・
W

T
O

C
・
IS

A
・
G

E
E

・
今

本
指

導
主

事
令

和
６

年
度

の
茨

城
県

W
W

L
の

実
施

内
容

に
つ

い
て

の
打

ち
合

わ
せ

9
第

２
回

茨
城

県
D

L
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
指

導
委

員
会

令
和

７
年

２
月

４
日

（
火

）
T

K
P

貸
会

議
室

水
戸

駅
前

常
磐

大
学

・
茨

城
大

学
・
W

T
O

C
・
IS

A
・
G

E
E

・
今

本
指

導
主

事
令

和
６

年
度

実
施

事
項

の
振

り
返

り
と

令
和

７
年

度
実

施
内

容
の

打
ち

合
わ

せ

1
0

連
携

校
と

の
連

絡
協

議
会

令
和

６
年

５
月

3
1
日

（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・
拠

点
校

・
今

本
指

導
主

事
令

和
６

年
度

の
茨

城
県

W
W

L
の

実
施

内
容

に
つ

い
て

の
連

絡

1
1

令
和

６
年

1
1
月

６
/
９

日
令

和
６

年
1
2

月
1
1
/
1
4

日
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・
拠

点
校

（
生

徒
・
保

護
者

）
・
国

際
教

育
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
）

令
和

７
年

度
の

カ
ナ

ダ
留

学
に

つ
い

て
の

説
明

会

1
2

令
和

６
年

1
1
月

1
3

日
（
水

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・
拠

点
校

（
生

徒
・
保

護
者

）
・
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
７

年
度

の
オ

セ
ア

ニ
ア

留
学

に
つ

い
て

の
説

明
会

1
3

令
和

６
年

1
1
月

2
2

日
（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
（
担

当
教

員
）
・
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
７

年
度

海
外

大
学

体
験

研
修

の
説

明
（
教

諭
向

け
）

1
4

令
和

７
年

１
月

1
6

日
（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
（
生

徒
・
保

護
者

）
・
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
７

年
度

海
外

大
学

体
験

研
修

の
説

明
（
生

徒
・
保

護
者

向
け

）

1
5

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
令

和
６

年
１
０

月
１
３

日
（
日

）
オ

ン
ラ

イ
ン

拠
点

校
(生

徒
1
0

名
教

諭
１
名

）
・
連

携
校

（
生

徒
1
４

名
）

W
T

O
C

の
委

託
に

よ
る

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
（
生

徒
・
教

員
対

象
）

1
6

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
令

和
６

年
1
2

月
1
9

日
（
木

）
ひ

た
ち

な
か

市
文

化
会

館
（
小

ホ
ー

ル
）

拠
点

校
（
生

徒
1
2

9
名

・
保

護
者

1
6

名
）
・
県

教
育

委
員

会
・
武

蔵
大

学
そ

の
他

地
域

団
体

７
名

）
W

T
O

C
の

委
託

に
よ

る
令

和
６

年
度

の
茨

城
県

W
W

L
の

拠
点

校
に

お
け

る
成

果
発

表
会

1
7

海
外

留
学

の
推

進
ア

メ
リ

カ
・
カ

ナ
ダ

・
オ

セ
ア

ニ
ア

へ
の

留
学

令
和

６
年

８
月

～
ア

メ
リ

カ
・
カ

ナ
ダ

・
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
拠

点
校

生
徒

７
名

（
ア

メ
リ

カ
長

期
２

・
カ

ナ
ダ

長
期

３
半

年
１
・
ﾆ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ﾗ

ﾝ
ﾄ
ﾞ
３

ヶ
月

１
）

そ
の

ほ
か

勝
田

高
校

１
名

も
ア

メ
リ

カ
に

１
年

留
学

1
8

海
外

留
学

生
の

受
入

れ
の

推
進

オ
ラ

ン
ダ

・
イ

タ
リ

ア
・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

か
ら

の
留

学
生

令
和

６
年

８
月

～
拠

点
校

拠
点

校
４

年
次

、
勝

田
高

校
２

年
生

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
１
、
オ

ラ
ン

ダ
２

、
イ

タ
リ

ア
１

1
9

防
災

運
動

会
令

和
６

年
1
2

月
８

日
（
日

）
本

校
体

育
館

拠
点

校
グ

ロ
ー

バ
ル

ゼ
ミ

（
生

徒
・
教

員
）
・
茨

城
大

学
（
学

生
・
教

員
）
・

地
域

の
外

国
人

茨
城

大
学

と
連

携
し

て
外

国
人

と
と

も
に

防
災

を
学

ぶ
運

動
会

を
開

催

2
0

全
国

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

令
和

６
年

1
2

月
1
5

日
（
日

）
国

立
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
記

念
青

少
年

総
合

セ
ン

タ
ー

拠
点

校
グ

ロ
ー

バ
ル

ゼ
ミ

希
望

生
徒

（
４

名
）
・
教

員
１
名

全
国

の
W

W
L
拠

点
校

・
連

携
校

・
S

G
H

と
の

交
流

2
1

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
プ

レ
ゼ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

（
常

磐
大

学
）

令
和

６
年

９
月

1
6

日
（
月

）
オ

ン
ラ

イ
ン

拠
点

校
生

徒
１
名

常
磐

大
学

主
催

の
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
レ

ゼ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
で

第
２

位

2
2

茨
城

ド
リ

ー
ム

パ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

令
和

６
年

９
月

8
日

（
日

）
～

令
和

7
年

1
月

２
３

日
（
木

）
茨

城
県

庁
拠

点
校

生
徒

４
名

・
教

諭
１
名

茨
城

県
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

2
3

W
S

C
世

界
大

会
ソ

ウ
ル

・
イ

ェ
ー

ル
大

学
令

和
６

年
７

月
２

６
日

（
金

）
～

８
月

１
日

（
木

）
　

及
び

1
1
月

1
3

日
（
水

）
～

2
0

日
（
水

）
ソ

ウ
ル

/
ア

メ
リ

カ
拠

点
校

生
徒

３
名

茨
城

県
主

催
の

N
G

G
L
に

参
加

す
る

生
徒

が
W

o
rl

d
 S

c
h

o
la

rs
 C

u
p

に
参

加
し

、
東

京
大

会
を

勝
ち

抜
い

て
世

界
決

勝
に

参
加

し
た

。

2
4

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
資

質
」
育

成
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

策
定

令
和

７
年

２
月

７
日

（
金

）
本

校
洗

心
館

多
目

的
室

拠
点

校
教

員
3

0
名

・
嶌

田
教

授
（
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機

構
）

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
資

質
」
の

育
成

に
係

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

研
究

/
W

W
L
事

業
の

成
果

分
析

2
5

京
都

市
立

堀
川

高
校

令
和

６
年

１
１
月

８
日

（
金

）
京

都
市

立
堀

川
高

校
拠

点
校

教
諭

２
名

探
求

活
動

に
力

を
入

れ
て

い
る

学
校

へ
の

視
察

2
6

福
島

県
立

ふ
た

ば
未

来
高

校
・
中

学
校

令
和

７
年

２
月

2
0

日
（
木

）
福

島
県

立
ふ

た
ば

未
来

高
校

・
中

学
校

拠
点

校
教

頭
１
名

・
教

諭
１
名

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
資

質
」
の

育
成

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
の

視
察

2
7

海
外

視
察

海
外

大
学

体
験

研
修

の
下

見
令

和
６

年
８

月
2

7
～

3
1
日

マ
レ

ー
シ

ア
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
拠

点
校

教
諭

２
名

（
野

上
・
大

川
）
・
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
７

年
度

海
外

大
学

体
験

研
修

先
の

下
見

2
8

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
令

和
６

年
９

月
２

５
日

（
水

）
、
１
０

月
３

０
（
水

）
、
1
1
月

６
日

（
水

）
、
1
1
月

１
４

日
（
木

）
本

校
4

C
、
４

A
、
４

B
教

室
拠

点
校

４
年

次
3

ク
ラ

ス
1
1
0

名
・
野

上
「
オ

ン
ト

モ
」
に

よ
る

実
験

交
流

（
B

ro
a
d

f
o

rd
 S

e
c
o

n
d

a
ry

 C
o

ll
e

g
e

 /
 R

a
v
e

n
s
w

o
o

d
高

校
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

 計
4

回
）

2
9

イ
ギ

リ
ス

令
和

６
年

４
月

～
令

和
7

年
3

月
本

校
選

択
教

室
拠

店
校

英
語

部
の

部
員

２
５

名
R

o
y
a
l 
R

u
s
s
e

l 
高

校
と

の
文

通

3
0

第
１
回

令
和

６
年

５
月

1
5

日
（
水

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・
校

長
・
教

頭
①

W
W

L
運

営
体

制
　

②
事

業
内

容
　

③
事

業
計

画

3
1

第
２

回
令

和
６

年
7

月
1
0

日
（
水

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・
校

長
①

留
学

生
派

遣
　

②
留

学
生

受
け

入
れ

　
③

海
外

大
学

進
学

　
④

海
外

大
学

体
験

研
修

　
　

　
　

　
　

  
⑤

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
⑥

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
に

つ
い

て

3
2

第
３

回
令

和
６

年
8

月
6

日
（
火

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・
校

長
①

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
　

②
茨

城
県

W
W

L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

③
R

6
研

究
報

告
書

の
項

目

3
3

第
４

回
令

和
６

年
９

月
1
０

日
（
火

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・
校

長
①

マ
レ

ー
シ

ア
視

察
報

告
　

②
先

進
校

視
察

の
実

施
検

討
　

③
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

研
修

　
　

　
　

　
　

　
 ④

R
7

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
 ⑤

オ
セ

ア
ニ

ア
・
カ

ナ
ダ

留
学

⑥
R

7
グ

ロ
ー

バ
ル

デ
ィ

⑦
連

携
校

の
留

学
生

に
関

す
る

状
況

報
告

　
⑧

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

3
4

第
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【資料２】掲載された新聞記事など 
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【資料３】 

令和６年度第２回茨城県WWLコンソーシアム支援構築事業 

運営指導委員会議事録 
【日時】2025年 2月 5日（火） 

【場所】TKP貸会議室水戸駅前（対面） 

【参加者】 

池田 庸子 茨城大学 副学長、グローバルエンゲー

ジメントセンター長/瀬尾 匡輝 茨城大学 准教授 

坂場 由美子 常磐大学 国際交流語学学習センター

長/平田 敏之 株式会社アイエスエイ 取締役 

登坂 貴 株式会社アイエスエイ 高崎支社 支社長 

本庄 伊吹 社団法人国際教育交流ネットワーク機構 

代表理事/大谷 敦子 Global Exchange 

Education 代表/堂原 有美 株式会社WTOC 

代表/下山田 芳子 校長・潮田 巧巳 教頭・野上 泉 

教諭・石井 なな 国際交流コーディネーター 

今本 理香 指導主事 

 

1. 茨城大学活動報告 

高校生向けに茨城大学の先取り授業を提供予定。準

備が整い次第、実施開始［令和７年８月頃の周知を

予定］ 

多文化共生に関する授業を実施予定。拠点校と協同

して防災運動会を実施、反響があった。 

2. 常磐大学活動報告 

英語プレゼンテーションコンテストを実施。令和６年

9月 16日に SDGsをテーマに実施。高校生 7名

が参加。来年度も開催予定。令和７年度は外国人へ

向けた日本語教育や幼稚園や小学校でのボランテ

ィア活動を実施予定。 

3. アイエスエイ活動報告 

【オセアニア留学説明会】 

周知を広く行ったが、説明会の参加者がゼロであっ

た。 

【海外大学体験研修シンガポール・マレーシア研修オ

ンライン説明会】 

1月 16日に説明会を開催。20名が参加（勝田中

等教育学校の生徒・保護者のみ）令和７年度も事務

局と協同し、広く周知をし説明会を継続していく。海

外大学体験研修を実施予定。県外高校も含めた共

同実施を目指す。 

4. 国際教育交流ネットワーク機構活動報告 

【アメリカ・カナダ留学説明会】 

周知を広く行い、オンライン説明会を実施。本年度

は拠点校からは７名の生徒がカナダ・アメリカへ留

学した。 

来年度も、広く周知を行い説明会も継続して行う。 

５.GEE活動報告 

周知を行ったが、留学生を受け入れたい連携校が全

て県南地域のため、体制が整い次第の受入開始に

なる。 

今年度は拠点校で３名の留学生を受け入れてもらっ

た。WWL連携校以外の近隣の高校でも沢山留学生

を受け入れて頂いている。来年度は、多文化共生レ

クチャーや日本人が無意識にしてしまう差別問題に

関する講義を実施したい。 

5. 運営指導委員意見交換 

（１）文科省視察からの報告について 

◆野上教諭⇒視察の際に早稲田大学黒田教授より

高校生への留学の進学先が偏っているため、英語圏

以外でも留学先の選択肢に入れると良いというアド

バイスをいただいたが、この件について情報があれ

ば共有して欲しい。 

◆平田指導委員⇒高校生がアジアへの留学をする

事例はある。（AFS・YFU）聴講留学や正規留学どち

らでも留学は可能。しかし、大学入試の際に留学中

の正式な成績の提出が求められる事があるため、聴

講留学だと成績が発行してもらえないため、正規留

学が推奨される。 

（２）防災運動会について 

◆大谷指導委員⇒防災運動会の開催地について、

駅近の体育館を検討みてはどうか。拠点校は駅から

離れているため、バス代や労力がかかるため留学生

や地域外国人のアクセスの為にも来年度は検討の

余地がある。 

◆野上教諭⇒いずれかはひたちなか市で大規模な

イベント化を目指す。 

（３）ポストWWLの課題 

・3年後に資金面での不安が予測されるため来年度

から残り 2年で、プロジェクト持続可能な仕組み作

りを目指す。民間企業や地域教育機関など様々な機

関が今後も連携して取り組みを続けて行かなくては

いけない。 

海外派遣についても、派遣で終わりではなく、英語

の重要性についてや探究などテーマを持たせる指

導を行う。 

(4)視察の提案 

◆池田委員長⇒連携校担当者に拠点校での視察を

実施し、プロジェクトの一体感を深める計画をして

はいかがか。連携校担当者を集め、拠点校の取り組

みを視察して頂く。 

(5)ミニトビタテジャパン 

◆堂原様⇒茨城県内で「ミニトビタテジャパン」を導

入し、地域・民間企業・学校が連携して実施する提

案。詳細は後日お伝え頂ける。石川、福島、青森県の

事例を参考にし、WWLプロジェクトが終了しても持

続可能な仕組みを作る。１度拠点校事務局で、青森

県の取り組みを視察してみてはどうか。 
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文部科学省現地視察・意見交換会議事録 

 

日時: 令和 7年 1月 27日（月曜日）午後 4時 30分 

場所: 勝田中等教育学校会議室 

視察者：文部科学省初等中等教育局参事官付改革推進係 係長 吉原 麻梨奈 

                          専門職 古田 昌史 

    早稲田大学大学院アジア太平洋研究科     教授 黒田 一雄 

 

１ 全体に 

 ・３年間の準備期間を経て拠点校に申請するなど、非常に周到な準備に敬服する。 

 ・地域の課題である多文化共生をむしろメリットして取組を行っており、WWL事業の趣旨 

  をしっかりと踏まえた取組になっている。 

 ・多くの留学者を輩出していること、「防災運動会」など地域の課題に根差した取組に敬 

  意を表する。 

２ 助言 

 （１）ダイバーシティー社会や多文化共生を目指すのであれば、現状の留学促進の方向性 

    に改善が必要。（黒田教授） 

    ・カナダやアメリカなどの西洋諸国に偏っている現状がある。 

   ・カンボジア、ベトナム、マレーシアなどアジア圏内への留学も積極的に推進しては 

   どうか。実際、アジア圏への留学を経験した生徒は満足度が高く、就職においても良 

   い結果を得ている傾向がある。 

   ・マレーシアは英語教育の水準が高く、生活コストもアメリカなどに比べて低い。経          

    済的負担を軽減できる選択肢として有力。 

  ・アジア圏への留学プログラムを設け、高校生が留学先を自由に選べるような多様な 

    選択肢を提供するべき。 

（２）拠点校と連携校の生徒参加状況の差異 

  ・他県の WWLプロジェクトでは、拠点校の生徒が積極的に参加している一方、地方校 

    では参加が少ない傾向が見られる。 

   ・これまでの SGH事業のような横展開は難しいフェイズに入っている。むしろ拠点校 

    で、自走型システムを構築し、早期にシステムをルーティン化することが重要、そ 

    してそのシステムを各連携校とシェアをすることが大事。 

（３）防災運動会への取り組み 

  ・防災運動会への取り組みは非常に意義深く、WWLの趣旨に合致している。今後も継 

    続して行うべきである。 

（４）自走体制の構築 

   ・連携企業からの協賛金の活用や、コンソーシアムのリソースを活用したシステム化 
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